 (
　　　　積　　　　分　　　　の　　　　応　　　　用
)


先生　こんにちは。授業を始めます。今日は積分の応用について学びます。

生徒　わかりました先生。

 先生　２曲線間の面積を求めるときは、求める範囲においてグラフを書いたときにどちらのグラフが上なのかが重要です。求める範囲で常に一方のグラフが上になければ、なりません。

 生徒　もしもグラフが交差していたらどうすればいいのですか。

 先生　グラフの交点を求め、範囲を分けて求めます。例えば区間ａｘの範囲の中において点で交わっていて、ａのときであり、のときであるとき、２つの曲線と2つの直線で囲まれた面積Ｓは、

となります。このように上にあるグラフから下のグラフを引いて積分をすることにより求めます。 

先生　次に曲線で囲まれた図形の面積を求めます。

で囲まれた面積を求めてみましょう。この面積は、の部分を２倍すれば良い。よってのとき、方程式をについて解くと

となります。よって、面積Sは

となります。ここで、は、半径aの円の面積の半分である。したがって

となります。このように、対称な部分を見つけてより計算を簡単にして解くようにしましょう。

先生　最後に体積を求めてみましょう。立体の体積は、次の式で求められます。
　　　　　　　　　　　  (ただし、a<b)
この式は、区分求積法で求めます。区間をn等分し、その分点の座標をaに近い順からｘ１、ｘ２、ｘ３、・・・、xn-1とする。また、とおく。そして、各分点を通りx軸に垂直な平面でこの立体を分割する。このとき、

とすると、n→∞のときVn→Vと考えられる。したがって、「区分求積法と定積分」の関係から

回転体の面積は、曲線とx軸および２直線で囲まれた部分が、x軸の周りに１回転してできる回転体の体積Vを考えると、点（x、０）を通り、x軸に垂直な平面でこの立体を切ると、その断面は半径が｜f(x)｜の円である。よって、その断面積をS(x)とすると、

であるから、次の公式を用いて解く。


では、問題演習をやってみましょう。
1、 次の曲線や直線で囲まれた部分の面積Sを求めよ。
1） 
2） 
3） 

生徒　1)は、のグラフのほうがのグラフより上にあります。また、この関数の交点は、です。よって、求める面積Sは





2)は、のグラフのほうがのグラフより上にあります。また、この関数の交点は、です。よって、求める面積Sは




３）は、でｘ軸と交わるのでSは、




先生　よくできました。今日の授業はこれでおしまいにします。しっかりと復習しておきましょう。
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